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概要 

米国特許商標庁（USPTO）が発表した AI アシスタント「Class ACT」は、商標の国際分類を指定する業務を自動化し、



従来 5 ヶ月を要していた準備期間をわずか 5 分に短縮する画期的なツールである 1 。この技術革新は、単なる業務効率

化に留まらず、知的財産（IP）戦略のあらゆる側面に構造的な変革をもたらす。生成 AI の台頭は、商標実務における調

査、ヒアリング、分析のプロセスを根本から変え、専門家の役割をより戦略的な領域へとシフトさせている 2 4 。 

中長期的には、各国の特許庁における審査プロセスそのものが AI によって自動化され、審査期間が劇的に短縮されるこ

とが予測される 2 6 。これにより、出願人は迅速な権利化が可能になる一方で、従来の審査遅延を前提とした戦略の見直

しを迫られる。企業にとっては、AI を活用して競合の事業戦略を分析し、自社のブランド構造を再定義するなど、より

データドリブンで機動的な知財管理が不可欠となる 10 。このパラダイムシフトは、知財業務の「第三の革命」とも称さ

れ、変化への適応力が企業の競争優位性を左右する決定的な要因となりつつある 5 。 

詳細レポート 

「Class ACT」が示す商標分類業務の未来 

USPTO が導入した「Class ACT」は、商標出願における指定商品・役務の分類作業を自動化する AI ツールである 1 。こ

のツールの最大のインパクトは、分類準備にかかる時間を 5 ヶ月から 5 分へと劇的に短縮する点にあり、これは知財業務

における生産性の飛躍的な向上を象徴している 1 。この動きは米国に留まらず、将来的には日本においても同様の AI ツ

ールが導入され、商標法第 6 条で定められる一商標一出願の原則における商品・役務の指定が、より形式的な要件へと回

帰する可能性を示唆している 1 。 

この自動化は、従来の AI が担ってきたデータ分析やパターン識別の領域を大きく超えている 2 。生成 AI は、文脈を理解

し、適切な分類案や関連する商品・役務を自ら「生成」する能力を持つ 2 。これは、知財業務が単純な情報処理から、よ

り高度な知的作業へと移行していることを示している。 
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知財実務の変革と専門家の新たな役割 

生成 AI の導入は、商標実務の現場に革命的な変化をもたらしている。特に、これまで専門知識と多大な労力を要した業

務が、AI のサポートによって大幅に効率化されている 2 。 

業務プロセスの効率化と自動化 

● 商標調査・ヒアリングの自動化: 従来、弁理士が時間をかけて行っていた依頼者へのヒアリング作業は、生成 AI チ

ャットボットによって自動化されつつある 2 。AI は人間と遜色ない自然な対話を通じて、指定商品・役務を特定す

るために必要な情報を効率的に引き出すことができる 2 。これにより、専門家は初期の情報収集作業から解放され

る。 

● 類似性分析と分類作業の高速化: 商標の類似性分析や指定商品・役務の分類といった定型的かつ時間のかかる業務

は、AI の最も得意とする領域である 2 。ある実務家は、AI 導入により業務負担が「体感で従来の 3 分の 1」にまで

軽減されたと報告している 4 。三井化学では、独自開発の生成 AI プラットフォームにより、特許調査時間を 80%

削減した実績もある 14 。 

専門家の役割の高度化 業務の自動化は、弁理士や知財担当者といった専門家の役割を再定義する。単純作業から解放さ

れた専門家は、より付加価値の高い業務に集中することが可能になる 2 。 

● 戦略的コンサルティング: 企業のビジネスモデルやブランド戦略に基づいた、より高度な権利取得・活用戦略の立

案。 

● クリエイティブな業務: AI の分析結果を基にした新たなネーミングの創出や、ブランドポートフォリオの最適化。
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興味深いことに、「AI のミスが新しいアイデアのヒントになることがある」という指摘もあり、AI との協業が新た

な創造性を生む可能性も示唆されている 4 。 

ただし、AI の利用には注意も必要である。特に、クライアントから預かった未公開発明や新ブランドの情報を、学習デ

ータとして利用される可能性のある外部 AI サービスに入力することは、重大な情報漏洩リスクを伴う 4 。弁理士法第 75

条（秘密を守る義務）との関係から、AI の利用は弁理士の厳格な監督下で行われるべきであるとの見解が示されている

4 。 

審査プロセスの AI 化と出願戦略への影響 

AI による変革の波は、出願実務だけでなく、特許庁の審査プロセスにも及んでいる。USPTO、欧州特許庁（EPO）、日

本特許庁（JPO）などの主要官庁は、先行技術調査や分類業務に AI を導入し、審査の迅速化を図っている 6 。 

 

 

 
 

審査期間の短縮と予測可能性の向上 中長期的には、審査プロセス自体が AI によってさらに自動化され、出願から審査結

果通知までの期間が大幅に短縮されると予測されている 2 。極端なケースでは、出願後即日で審査結果が出される可能性

も考えられる 2 。 この迅速化は、出願人にとって以下の二つの大きな影響をもたらす。 

1. 事業計画の確度向上: 権利化の可否が早期に判明するため、新商品・サービスの市場投入計画をより高い確度で立

てることが可能になる。 

2. 審査予測ニーズの変化: 審査結果がすぐに出るため、従来のように専門家に多額の費用を払って事前の審査結果を

予測してもらう動機が薄れる可能性がある 2 。 
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グローバル出願戦略の再構築 各国の特許庁が同様の AI 調査ツールを導入することで、世界中でほぼ同時に同じ先行技術

や先行商標が発見される環境が整いつつある 6 。これは、一国での拒絶理由が他国へ連鎖的に波及するリスクを高めるこ

とを意味する 6 。 このような環境下では、出願人側も AI を駆使したプロアクティブな戦略が求められる。 

● クロスボーダー分析: AI を用いて複数国の審査基準や判例を横断的に分析し、各法域に最適化されたクレームや指

定商品を準備する 6 。 

● スピードと質の連鎖: AI の力を借りて最初の国で「質の高い審査結果」を迅速に獲得し、その結果を特許審査ハイ

ウェイ（PPH）などを活用して他国での審査に展開する「スピードと質の連鎖」を構築することが、グローバルな

権利網を効率的に築く鍵となる 6 。 

AI 時代のブランド戦略と知財管理 

AI による自動化とデータ分析能力の向上は、企業のブランド戦略や知財管理のあり方にも変革を促している。商標情報

は、単なる権利情報ではなく、競合の事業戦略を読み解くための貴重なインテリジェンスとなる 10 。 

商標情報分析による事業戦略の可視化 商標出願は、企業の事業化や商品化の意思決定を反映しており、特許情報よりも

事業活動との結びつきが強いという特徴がある 10 。AI を用いて商標情報を分析することで、以下のような戦略的インサ

イトを得ることができる。 

分析対象 分析手法 得られるインサイト 出典 

出願日と指定商品 時系列分析、キーワ

ード抽出 

競合他社の新商品・

サービスのローンチ

時期や内容の予測 

10 

指定商品・役務の変

遷 

区分（ニース分類）

の推移分析 

製造業からサービス

業へのシフトなど、

企業の業態変化や事

業のサービス化・ソ

リューション化の動

向把握 

10 

商標のネーミング 示唆的商標と独創的

商標の分類・分析 

競合がどの技術分野

や顧客層に注力して

いるかの特定（例：

10 
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分析対象 分析手法 得られるインサイト 出典 

「AI」「IoT」などの

技術キーワードを含

む商標の分析） 

 

 

 

 

AI 生成コンテンツとブランド保護 AI がロゴやサービス名称を生成する時代において、その権利の帰属と保護は新たな課

題となっている 3 4 。 

● 所有権の確立: AI 生成物の商標登録を検討する際には、使用する AI ツールの利用規約を慎重に確認し、生成物に対

する所有権が誰に帰属するのかを明確にする必要がある 3 。 

● 戦略的な区分選択: AI 関連ビジネスを展開する企業にとって、ニース分類の Class 9（ソフトウェア）、Class 35

（ビジネス管理・オンラインマーケティング）、Class 42（ソフトウェアの設計・開発）といった区分での商標登

録は、ブランドを保護する上で極めて重要となる 3 。 

情報収集・管理の高度化 商標区分や審査基準の改定といった制度変更は、企業の知財戦略に直接影響を与える 8 。従

来、手作業で行われていたこれらの情報収集は、AI を活用した情報収集プラットフォームによって自動化・高度化でき

る 8 。これにより、知財担当者は情報の見落としリスクを削減し、分析と戦略立案という本来の業務に集中することが可

能になる 8 。 

1. 今後日本でも爆速処理により 6 条が形式的要件に戻るかも…？ 

2. 生成 AI は知財業務にどんな影響を与えるのか？～ ... 

3. 生成 AI における知的財産の正当利用のナビゲート 
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4. 生成 AI 時代の知財調査実務 2026 記事調査レポート － GrIP 

5. 特許調査におけるプロンプト～生成 AI 活用～（プロンプト付） 

6. AI による審査効率化と審査期間短縮：PTA の減少と戦略的影響 

7. 知財現場の視点 － IAM 

8. 商標区分・類似群/審査基準の改定情報：AI による収集手法を解説 

9. グーグルの知財戦略：背景、現状と展望 

10. 商標情報を利用した知財活動および知財戦略の検討 

11. 【知的財産ランドスケープ】宇宙ビジネスにおける特許情報を用 ... 

12. 製造業が取るべき商標戦略｜ブランド価値を高め法的リスクを ... 

13. 技術・工業および知的財産権供与に関わる制度 ｜ 英国 － 欧州 

14. 三井化学の知財戦略と分析—サステナビリティ時代の基盤 ... 

15. 知的財産法における AI の影響 
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